
 

 

 

今後の検討事項について 

 

 

○ 未活用労働指標の検証 

・ 各指標の季節性の確認 

・ 各指標の遡及の可能性 

・ 各指標の国際比較 など 

 

 

○ 就業率等の年齢階級区分の追加について 

・ 年齢各歳別の就業率 

・ 新たな区分（20 歳～69 歳）の就業率等の公表 
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